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主題 VIII　 FORMULATION 　CHEMISTRY

VIIIs　Fommulation　chemistry 　and 　technology ；

　　　 relevance 　and 　future　aspects

日 本特殊農 薬製 造 株式会社　和 田　　譲

　VIIIs は ，
　 N ．　Drescher（BASF ） お よ び H ．1｛ulpkc

（Bayer ）に よ り， 準備 ・運 営さ れ た．8 月 30 日午前 9 時

に ｝
RoOm 　D に お い て ，　 Dres じhcr が 開始を宣言 し ， 5

人 の 講演者を紹介 した ．引き続 い て ，
Hulpke の 司会の

もとに，以下 の 順 で ，講 演 が 行 なわれ た．

　H ．Hulple （Bayer ）： Speeification　 of 　 pliyt　ical　 and

　　cheinical 　1）t，し1
’
allletCl

’
s　and 　th じ ir　relcvance 　to　the

　　quality　of 　pcsticidal　fornlulations

　品質 とは ，使用 日的 に ぴ っ た りで あ る と，保 証つ きの

製品特件 で あ り， 安 全 性 と深 い 係 わ りが あ る．農薬 に 関

して い え ば ， 有効性 ・特異性，正確 な投与量 ， 取扱者に

対 す る安 全 性，保管 ・輸送 上 の 安全性 ， 環境 ・食品消費

者 に 危害 が な い t「と等 ， 最 も某本的な 必 要条件 が ， 品質

で あ る．品 質 は ，試験 や 検査 に よ っ て ， 製品 に 与え うる

もの で な く， は じめ か ら 製品に 造 り込 まな け れ ば な らな

い ．した が っ て，有効成分 ・他 の 原 料 ・包装資材などす

べ て に ， 適 切 な 規格を 設 定 して ，は じめ て ，製 品 の 品 質

が 保証 され う る．こ れが品質連鎖 の 考え方 で あ る．こ の

考 え方 に 即 し て ， 以 前か ら，化学的性質 に つ い て は ， 規

格 化が 進 ん で い る が，物理的 パ ラ メ ータ に つ い て は ，規

格化 に 遅れ が 認 め られ る．と くに，近 年開発 され た ， 凝

っ た 製剤 で は ，物 理 的 パ ラ メ
ー

タ の 役割が 重 く，挙 動 が

複雑 で ， 理 論的理 解 が困難な こ とが あ る． し た が っ て ，

製剤 の 研 究 は ，コ ロ イ ド科 学，有機結晶 の 挙鋤 ・成長 。

構造，製剤 中組成間相互 作用 の 速度論 ， 表面 の 性質 ， 製

造 プ ロ セ ス 等の 広 い 分野 に わ た らざる をえな くなる，関

連す る物理的 パ ラ メ
ータ を ， 規格 化す る仕事の ほ うが，

痕跡 し か 含まれ な い 化学種の ，わ ず らわ しい 分析作業 よ

りも， 農薬 の 安全性確保 の 上 で ，有益 で あ る．

　T ．F ．　 Tadros （ICI ）：　Dispersion 　Sciencc　 and 　tech．

　　 nology 　in　pesticidal　formulutions

　水 を 媒体 とす る 固1液分散系 （フ ロ ア ブ ル ）と 液1液 分 散

系 （マ ク ロ エ マ ル ジ ョ ン ・ミ ク ロ エ マ ル ジ ョ ン ）の 今 凵

的 意 義 を 説 ぎ，こ れ ら の 物 理 化 学的問題 点 を 論 じた ．フ

ロ ア ブ ル は ，近年研究 が 進 み ， 速度論的 に 安定 な剤 の 調

製が Ol能 に な っ た が ，な お セ ト 1丿 ン グ に 関す る 長期安定

性 の 予測 は ， 困難 で あ る．こ の 予測 に は，高 ・低 の 変形

速度 に おけ る， レ オ ロ ジ カ ル な測定が有用で あ る が，多

くの 研究者 は ， 高変形速度下 で の 測定 しか 行 なわ ず ，
レ

オ ロ ジ カ ル な測定を過少評価 して い る．マ ク ロ エ マ ル ジ

ョ ン で は ，油滴 の 会合 に 起 因す る 崩壊 が 闖題 で あ る．安

定化 に は ， 油滴表面 に 形成 さ れ る 吸着膜 の 薄化 ・破裂を

抑え る こ と で あ る．以 上 の 両分散系 は ， 熱力学的に は 不

安定系 で ， 長期安定性の 問題 ｝ま ， 避 け ら れ ない ． し た が

っ て ，安定系が あれ ば ，そ の ほ うが 望ま しい ．現実 に，

安定な 液 1液系 と して ， す で に ミ ク ロ エ マ ル ジ u ン が 開

発 され て い る が ， 理 論的 に は 安定な 固 腋 系 も可能 で あ

る ．エ マ ル ジ ョ ン 生 成 に お い て， ，jG ＝AA ・
γ
一T

’
　・A5

（1 ‘S ： 自由 エ ネ ル ギー
変化 ，

dA ： 界面面積変化，γ： 界

面張力 ，
T ： 温 度，・4Si エ ン ト ロ ピ

ー
変 化）で ， ミ ク ロ

エ マ ル ジ ゴ ン で は ・1G ＜ 0 で あ る．こ の た め に は ，γ を

極力小 さ くし な け れ ばな らな い ．こ れ は ，単
一

の 界面活

性剤で は 実現 されず，混合 ミ セ ル を生成 しな い 水溶性 ・

脂溶性の 両界面活性剤 を用 い る 必要 が あ る．マ ク P エ マ

ル ジ ョ ン で は ， 強力攪拌 や 界面活性剤 の 増 量 が，系 の 安

定化 に 役立 つ が ， ミク ロ エ マ ル ジ ョ ン の 生成 に は ， こ れ

ら は 役立 た ず，油 ・界面 活 性剤
・水 が あ る 特異 な 相互 作

用をす る とき ， 自然 に 生 成す る．界面活性剤 の 選定 に 役

立 つ ，科 学的 な 方法 は ，ま だ 知 ら れ て い な い が，HLB ・

PIT ・CER 法 は 参考 に な る．

　 和 出　譲 （日 特 農 ）：　Physicochelnical 　prope エtiGs　of

　　 formulations 　with 　respcct 　to　sQIIle 　speci 丘c　biologi−

　　 cal 　effects ，　and 　methods 　for　tllcir　determinations

　 エ ジ フ ェ ン ホ ス ・マ イ ク ロ カ プ セ ル 剤 お よ び FOE

1976 粒剤 （ア セ トア ニ リ ド系水田除草剤）の 放出制御 に

つ い て 述 べ た．こ れ らは た ん に ， 被膜 ・マ トリ ッ ク ス 構

造 に よ る ， 農薬 の 放出抑制 の 試 み で は な く ， 界面活性剤

の 機能を利 用 し， 放 出の 誘導力 （固有 の 溶解度 に 基 づ く
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濃 度勾配）を 高 め る こ と に よ る，放 出促進 を 含 ん で い

る ．こ の 結果 ，
マ イ ク ロ カ プ セ ル 剤 で は，灼照 に 比較 し

て ， 圧倒的 に 速 い 放出 ・高い 平衡 濃度 を 達 成 し，粒剤 で

は ，定 常状 態 で の
一一

次放出 に 先立 っ
， 初期 の 破裂的放 出

を 実現 し ， 放出制御 の 可能性 を 拡大 した．マ イ ク ロ カ プ

セ ル 剤 で は ， こ れ らの 試 み に よ っ て も，十 分 な 防 除価 が

得 られず，殺菌剤 へ の 適 用 の む ずか し さを 示唆 した ．

FOE 粒剤 に つ い て は ， モ デ ル 水 田 に お げ る ， 水中除草

剤濃度の 時間的変化 か 測定 され ， 放出 の 速 い 製剤ほ ど ，

早い時間に ， よ り高 い ピー
ク を形成す る が ， そ の 後 の 濃

度 減 少 も急 激 で あ る こ とが 示 さ れ た．さ らに 濃度変動 に

つ い て ， 速度論的計算結果を 示 し J ワ ン 。コ ン パ ートメ

ン ト ・モ デ ル で は，処 理 で きな い こ と を 示 した．ま た ，

防除効果 と放出速度 の 関係に つ い て は ， 薬剤投与量 との

関連 に お い て ， 論ずべ き こ とが示唆 され た．

　 H ．G6hlioh （Tcchnische 　 Universita 七 Berlin）：　Th じ

　 　 formation 　of 　drift　a τld 　basic　considerations 　for　its

　 　 reduction

　 液体散布時の ド リ フ トを軽減ま た は 防 止 す る に は ， ス

プ レ ー
！十1b2の 機構お よび 液滴径減 少 の 速度論 に 関す る 知

識 を ，よ り深 くす る 必 要 が あ る と指摘 し ， 次 の よ うな デ

ータ を示 し た．散布液 の 表而張力 ・粘度お よ び ノ ズ ル 部

Ui力低下 が ，液滴径分布 に 及 ぼす 影 響 ： 液滴径分布 と ア

トマ イ ザ ー
， 標的間距離 に 相関す る ド リ フ ト量 ： 気温 ・

湿 度
・
落下距離 の 関数 と して の 液滴径減少 ： プ ロ ア ーの

方 向，強 さ が標的 へ の 付 着量 に 及 ぼ す影響 ； ヘ リ コ プ タ

ー
散布 に お け る 飛行高 さ， 速度 と雲状 漂流 の 関係 ： 風

速 ・風向 の 関数 と して の ド リ フ ト量 ・到達距離 さ ら

に ， ド リ フ トを許容範囲 に 抑 え る た め に ， 次 の 4要因 に

つ い て ， 慎電 に 配 慮す べ き こ とを 提 案 した ． 1）使用す

る 散布機 の 形式 ，
2）発生す る 液滴 の 粒径分布 ，

3）風

速 ・風向 ，
4）処理域 の 風下 に ，居住地域 ， 養魚池 ， 感

受 性植物 が ない か ．

　 C・Corty （du　Pont ）：　Developmcnts 　in　 formulution

　　 and 　aPphcatioll 　tcchnology 　for　safe 　 use 　of 　agri −

　 　 chemicalS

　農薬の 効果 ・使 い や す さ ・安全性は ，そ の 製剤形 態 ・

包装形態 ・散布法 に 依存す る ．数年前ま て は ，粉剤 ・粒

剤 ・乳剤 ・
液剤 ・水和剤 が 主体 で ，散布法 も単純で あ っ

た ，こ れ ら従来技術 は，生物効果を実現する た め に は ，

不足 が なか っ た が ，取扱者 の 被曝 ・ド リ フ トに 関 して

は ， 大 きな問題 を は らん で い た．近 年， 安全性の 面 で 改

善 され た 新 し い 製剤形態 ・包装形態 ・散布技術 が 導 入

され は じめ て い る．CQrty は ，こ れ ら の 実例 を 列挙 し，

問題点を指摘 し た． 1）水溶性 フ ィ ル ム に よ る 水和剤 の

包装 ・発塵 の 少ない ドラ イ フ ロ ァ ブ ル は 被曝軽減 に 役立

っ ， 2）散布液に高分子物質 ま た は 発 泡 剤 を 加 え て ，　ド

リ フ トを 抑 え る ，
3） ド リ フ ト軽減 に 役立 つ ノ ズ ル の 聞

発 ，
4）静 電散布法 の 開発，5＞漂流 しゃ す い 微粉 部を除

い た 粉剤 ・微粒剤．

VIIIa　Effects　of 　formulation　on 　bielogical　ac −

　　　　tivity

昭和電 ⊥株式 会杜 久 保 博 司

　 午 前中 の VIIIb （製剤技術 の 進 歩）に 引続続き同 じ部

屋 で 開催 さ れ，多 くの 参加者を 集め 活発 な 討論 が な さ れ

た．報告の 内容を分類す る と，  補助剤 ： 1件 ，  徐

放出製剤 ： 3 件 ，   活性補助剤 ； 3 件 ，   散布方法 ：

1 件，   光 の 利用 ： 1 件 で あ っ た ．次 に 報告の 内容 を

簡単 に 紹介する．

　 G ，D ，　Will3 （Delta　Branch ，　 IJSA ｝ ら は ， 除草剤 の

活 性 を 高 め る Adjnvant （補助剤）を次 の 3 種類 に 分類

し た ．

　 （1 ）　活性助剤 ： 界 面 活 性剤，湿 潤 剤 ， 浸透剤 ， 油剤

　 （2 ）　散布助剤 ： 固着剤，フ ィ ル ム 形成剤，拡展剤，

　　 拡展 固 着剤 ， 付着剤，起泡剤，濃縮剤

　 （3 ）　実用化助剤 ： 乳 化剤，分散剤 ， 安定剤 ， 結合剤 ，

　　 助容剤 ， 相容剤 ， 緩衝剤 ，消泡剤

　活 性助剤 は 除草効果 を 高 め る た め の もの で あ り ， 散 布

助剤 は 農薬 の ド リ フ トを 減少 させ ， 正確に 付着 さ せ る た

め の もの で あ り，散布助剤 は 製剤の 範囲を広げる もの で

あ る と定義 した．

　J．A ．　 Zabkiewicz （Forest 　 Rescarch 　 Illst孟tute，　 Ncw

Zealand ） ら は，　 Dowco 　233 （Triclopyr ）と Dowco 　290

（Lontrcl）ダ） ハ リ エ ニ シ ダ へ の 除草 剤 と して の 使用を 評

価 した ．ラ ベ ル 化合物を使 い 通 常 の 水和剤で は 若 い 葉 の

取込 み は よ い が 古 い 葉へ の 取込 み が 悪 い こ と を 見 つ け ，

湿展剤 と し て 界面活性剤 を 水和剤 に 加 え る こ と に よ っ

て ，古 い 葉 へ の 取 込 み を 増 加 させ る こ とが で き る こ と を

示 した．

　H ・B ・Scller（Stauffer　Chcmical 　Co ．，　USA ）は 界 面 重

合 に よ り薬剤を マ イ ク ロ カ プ セ ル 化す る 方法 と薬剤放 出

結果を示 した．イ ソ シ ア ネ
ー

ト と ア ミ ン の 反応 に よ り得

られ る マ イ ク ロ カ プ セ ル は，粒径，膜厚，透過性 を 変

え ， 薬剤放出速度を制御で き る こ と を示 した ．

　 谷 沢 （三 共 ， Japan） ら は 4−（2，4−dichlor。benzoyl ）
一

ユ，3．dimethyl −5−hydroxypyrazolc （DTP ｝ 除草剤 を 水田

で 適 用可能 に した． DTP は 水溶解度 が 高 い た め ，流亡
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